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携帯情報端末 ・電子黒板を活用 した討論学習の 展開
　　　　一中学校社会科 （公 民的分野）に おける授業実践を通 して
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＜ 概要 ＞ 2014 年 11月 6 日 ・7 日の 2 目間に わた り第47回全 国中学校社会科教育研究大 会 （滋賀大

会）が 開催 され た 。 大会 2 日 目 （7 日）に は ， 守山市立守 山南中学校 におい て杜会科 3 年 （公 民

的分野 ） の 授業を公 開 した 。 単元 「くら しを支 える地方 自治」 の なか で ， タ ブ レ ッ ト端 末 （SHARP
「10．　1型 手書き学習端 末」 ） と電 子黒板 （SHARP 「BIG　PAD　Campus」），リモ コ ン 型 レ ス ポ ン ス ア

ナ ライ ザ （内 田洋行 「EduClick　HE」 ）を使 っ て ，グル
ー

プ ・学級討議 を行い ，討論の 活性化を図

ろ うと試 みた。本授業を通 して ，生徒が どの よ うに積極的に討論 し，生 徒の 思考が深ま っ た の か

を検証 し，携帯情報端 末や 電子 黒板を活 用 し た授業の 効果や課題等 に つ い て 考察を深 め る。
〈 キーワ ー ド〉　授業分析，情報教育，教科教育，初等中等教育，ア ク テ ィ ブ ラ

ーニ ン グ

1 ，は じめに

　 守山市教育委員会で は，2014年 9 月 に ICT

環境整備 と して ， 市内 の 13小 中学校に 42台，教

育研究所に 1 台，計43台の 60V 型学校向けタ ッ

チデ ィ ス プ レ イ 「BIG　PAD　Campus」を導入 した 。

同時に ， 各学校 の 規模 に合わせ て ， タブ レ ッ ト

端 末 （NEC　rVersa　Pro　VZ　12．5型 」 ） も 2 台〜

5 台配 置 され た。

　
一

方，守山南中学校 で は，それ 以前か ら独 自

にタブ レ ッ ト端末 （SHARP 「10．　1型手書き学習

端末 」）を計画的に購入 ・整 備 し ， 社会科 の 授

業を 中心 に グ ル
ー

プ 学習の ま とめ ・発表用の ツ

ール として積極的にタブ レ ッ ト端末 を活用 し

て きた。

　学習内容 と し て 地 方 自治，な か で も守 山市が

進 め るま ちづ くり事業に焦点を あて
，
グ ラ フ や

ア ン ケ
ー

ト集計結果 ， 画像な どの デー
タ を検証

し ， 生徒お よび家族 ， 近 隣住民 の 生活体験 ・生

活 実感 を手 がか りに ，生徒が グル
ー

プ討論 を通

じ て 事業の 評価 か ら政策提言 ま で 行 うよ うに

して い きた い と考 えた。

2 ．単元 の 学習計画

（1 ）単元

　 「く ら しを支える地方 自治」
一

私 た ち の まち

　づ くり 〜 中心市街 地活性化事業の 通信簿 〜

（2 ）学習 目標

　地方 自治 の しくみや内容 現状 を理解す る と

ともに ，守 山市が進 め て い るま ち づ くりの 事業

に つ い て調 べ 評価 し
，
H 期計画 へ の 提言を行 う。

そ の こ とに よ り ， 地方 自治に関心 を持ち ， 積極

的に参加 して い こ うと い う態度を養 う。

（3 ）学習計画

時 学　習　内　容 主 な学習項 目

1
私 た ち の くら し

と地方 自治

く ら しと地 方 自治 ， 首

長 と地 方議会の 役割

2
地 方 公 共 団体の

仕事 と財政

県 ・市 の 仕事，守山市

の 財政支出と収入

3
地 方 自治 と私た

ち

住民の 権利，住民参加

地方分権

4
私た ち の ま ち づ

く り＜1 ＞

基本 計 画策定 時 の デ
ータ，基本計画の 概要

5
私たちの まちづ

く りくH ＞

フ ィ
ー

ル ド調査 ， ア ン

ケ
ー

ト集計結果 な ど

6
私 た ちの ま ち づ

く り〈皿 〉

ゲ ス トテ ィ
ー

チ ャ
ー

（7 人）へ の 聴 き取 り

7
私 たちの ま ちづ

く り〈IV ＞

評価 （レ
ーダー

チ ャ
ー

ト） ，新事業の 立 案

8
私 たちの まちづ

くり〈V ＞

各班 の 評価 ・討論，新

事業 の 決定 ・提案

（4 ）指導上 の 留意点

　地方 自治 に関する基礎的な知識 を も とに フ

ィ
ール ドワークや ア ン ケー ト調査，ゲス トテ ィ

ーチ ャ
ーの 講話内容な どの 多様 な情報 を取捨

選択 し，中心市街地漕 性化事業の 成果 と課題 を

明 らかに し ，
ll期 の 取 り組み の 重点 と方向性 に

つ い て考察し，市に 提言す る。そ の こ とを通 し

て地方 自治の 担 い 手 とし て の 自覚を高め る 。
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3 ．小 単元 の 学習 の 流れ
一3 年 3 組 で の 実践

　単元 の 学習計画の うち，第 4 時〜第 8 時を

小単元 「私た ち の ま ち づ くり」
〜中心市街地

活性化事業の 通信簿〜とし ， 単元 の 中心 課題

に迫 る学習過程 と位置づ け ， 第 8 時 （最終）

で は，全 6 班 の提案の なかか ら学級 と して
一

つ の 事業に絞 り，市 へ の 提 言 と し た 。

（1 ）第 4 時 「私た ち の ま ちづ くり〈1 ＞」

　生徒は ， 電子 黒板お よび プ リ ン トに よ り提

示 した 「人 口 」　「人通 り」　「商業」 に関連 し

た 3 つ の 統計資料 （デ
ー

タ）を読み取 り，『守

山市中心市街地活性化基本計画』 （以下 ，
「基

本計画」 と称す。）策定時 （平成 19 年度）の

中心市街地 の 状況 をと らえ，当時 の 課題 を把

握 し た 上 で
，　 「基本計画」 策定時の 担 当職員

か ら 「基本計画」 の 概要 （目的 ・現状 ・課題 ・

具体的施策 ・予算 ・主体） に関す る説明 を聞

き，　 「商業機能 （商店街） の 充実」　「歴 史資

源 （中山道守山宿） の 活用」 「生活環境 （ホ

タル ・水辺） の 整備」 の 3 つ の テ
ーマ にそ っ

て ワ
ー

ク シ
ー

トに ま とめて い っ た。

　 図 1 ゲ ス トティ
ーチャ

ー（担 当職員）による説明

（2 ）第 5 時 「私 た ち の まち づ く りくH ＞」

　初 め に各テ
ー

マ 2 班 となる よ うに各班 （6

班）が ，　 「商業機能 （商店街）の 充実」　 「歴

史資源 （中山道守 山宿）の 活用 」　 「生活 環境

（ホ タル ・水辺）の 整備」 の 3 つ の 中か ら調

査 ・検証するテ
ー

マ を決定 し て い っ た。

　そ の 後 ， 各班は決定 し たテ
ー

マ にそ っ て事

業の 効果や課題等を検証 して い っ た 。 その 際

に，  統計資料 （グラ フ ）や写真資料 （画像），

  フ ィ
ー

ル ドワ
ー

ク・聴 き取 り調査 の 結果 （当

事者 ・居住者お よ び 利用者の 生活 ・仕事の 実

体験 ・実感），  ア ン ケー トの集計結果 （中

学生 の 実感 ・体験） の 3 つ か ら検証 す るこ と

とした 。

（3 ）第 6 時 「私たちの まちづ くりく皿 〉」

事業の 当事者 （担い 手）で ある 7 人の ゲス

トテ ィ
ーチ ャ

ー （「事業全体」　 「商業機能」

「生活環境」か ら各 2人 ，　 「歴史資源」 か ら

1 人）か ら聞き取 り，事業内容を検証 した。

　生徒は ， 3 つ の テ
ー

マ （「商業機能」　 「歴

史資源」　 「生活環境」 ）をい か し た 「まちづ

くり」 を進 め て い くに は，  ど の よ うな事業

が 必要 で あ っ た の か （過去 ） ，   こ れ ま で に

行 われ て きた事 業が ど の よ うな影 響を与 え，

どの よ うな効果 をもた らしたの か （現在），

  今後は どの よ うな取 り組み が必 要 であるか

（未来），以上 の 3 点に つ い て 聴 き取 り，事

業に携わ る人が ど の よ うな考 えを持 っ て い る

の か ，各班 ご とに まとめて い っ た。

（4 ）第 7 時 「私たち の ま ち づ く り＜IV＞」

　各班は ， 担当するテ
ーマ にそ っ て 「基本計

画 」 に基 づ く事 業に つ い て ，根拠 （データ）

を も とに評価 し ，
レ
ーダー

チ ャ
ー

トにま とめ

タブ レ ッ ト端末 の 画 面に入 力 して い っ た 。
レ

ーダーチャ
ー トの 評価指標 と して ，にぎわい

（利用者数）売 り上げ ， 居住者 （利用者） の

満足度 ・
快適性 ・利便性 ， 守 山らし さの 3 つ

を設定 した 。

　さらに ， 班 ご とに評価 （レ
ーダー

チ ャ
ー

ト）

に即 して こ れま で に展 開されて きた事業の 成

果 と課題 を整理 し， 協議 ・決 定 した新 しい 事

業内容をタブ レ ッ ト端末の 画面に入力 した。

　最後 に，各班 の レ
ーダー

チ ャ
ー

トと新事業

の 内容をタブ レ ッ ト端末の 画面で 確認 し，次

時に各班 が提案 し，学級 とし て の 新事業を一

つ に絞 り，市に提言 して い くこ とを予告 した。

（5 ）第 8 時 「私た ちの ま ちづ く り〈V ＞」

　各班が これまで に展開 されて きた事業 の評
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価 をもとに，新事業の 提案内容 を電子黒板に表

示 し ， そ の ポイ ン トを 1分間で ア ピー
ル した 。

各班が発表 し た 6 つ の提案に つ い て ，まず生徒
一

人 ひ と りが各班 の 提案に つ い て 3 つ の 項 目

ご とに評価 し
， 各班はそ の 個人評価 を 出し合い

協議 を深め，6 っ の 提案の うち 中心市街 地 の 活

性化に とっ て効果的で ある と思われ る もの を

3 つ 選択 ・発表 し，学級 と し て 3 っ に 絞 っ た。

　その 後，生徒
一

人ひ とりが，自分た ちがま と

めた提言に とらわれ ずに ， 3 つ の 提案 の なか か

ら最 も効果がある と思われ るもの を選択 し，学

級 と し て 市へ の 提言 と し て 最終決定 し，最後に

市 の 担 当課長か ら提 言に対す る評 価等 に つ い

て コ メ ン トして い ただい た。

4 ．第 8 時 （「私たちの まちづ くり〈V ＞」 ）

（1）学習 目標

　生徒
一

人ひ と りが各班の 提 案を評価し ， グル

ープ ・学級討議 を通 して，中心市街地 の 活 1生化

に とっ て 効果的で ある と思われ る事業 を学級

で
一

つ に 絞 り，市 へ の 提言 と して ま とめ る。

（2）学習展 開

羨

函

糎 輔

一’…繭
「
………

嗤黝 闢 醜 雲，響 援

　 　 　 　 　 1 灘
と

ン ス アナ ライザ等の 情報機器 を活用 し ， グル
ー

プ ・学級討論 を通 して ， 思考 ・判断を深 めて い

っ た よ うす を詳述す る。

（1 ）各班が考 えた新事業を提案 した

　各班は
， 前時に 考え作成し た評価 （レ ーダー

チ ャ
ー

ト）と新事業の 内容を画面に表示 し ， 検

証 ・評価 に基づ い て根拠を示 して ，1分間にま

とめ て ア ピー
ル した。

　 〒　電 瞭 o 睡 容 を 確窯一　恩 鷲 a 藝

資　 橇タ競も

守 遡 「fm 心耀 地．aご圭籃し事架  新事窯韓羅豊俸躄
」tml

　 畦竃 舞 の 事 響 魎 と提 寨 糞 壽 姦 嬬

　 認 す  

　 9　守 窯 慾 孕 心 慾 鷲 匙 豊 駐 乾 笛 窯 の

鬘　 葦 峯 無 を 蝿 聖 す 畿

，罰 嬬 二毎 認毒わく7tipt
一

騨
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一

ル 『

aSt
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5 ．授業 （第 8 時） の よ うす

生徒が ，電 子 黒板 ・タブ レ ッ ト端末 ・レ ス ポ

一
例 とし て 2 班 の ア ピー

ル を紹介す る。

　私達 は，うの 家や に ぎわ い 広 場周 辺 の 中山道に あ

る町 家を活 か した 「江戸風 の 町」 を提案 し ます。

　江 戸 時 代 ，宿 場 町 と して 利 用 され て い た 頃 を再 現

し復 活 させ ます。町 家 には 伝統的工 芸品 をつ く る 体

験 が で き る 場 や 守 山 市 の 特 産 品 を購 入 で き る場 を

つ く りま す。他 に もに ぎわ い 広場 で は，弓 矢の 体験

な ど今で は な か な か で きな い こ と が で き ま す 。 ま

た， 「江 戸 風 の 町 」 を再現 した 区画で は 着物な ど 当

時 の 衣 装 を着 る こ とが で き，写真 撮影 が で きま す。

　最近で は ，中山道 ツ ア
ーや 中山道 め ぐ り をす る

人 々 が多く，そ の 人 々 が 施設 を利用 す る こ とに よ り

町 お こ しにつ なが ります。また，中学生 が職場体験

学習 を行 うな ど，若 い 世 代の 人 々 の 関 心 を 高 め る こ

とが で き ます 。 ま た ， 守 山 ら し さを取 り入 れ，ホ タ

ル を見 る こ とが で きる池 をつ く ります。現在失わ れ

つ つ あ る歴 史資源 を保 存 し，活 用 す る こ とで 町 お こ

しや人 々 が 歴 史 に 関心 を 持つ こ とが で き ます。

（2 ）個人 の 評価を も とに班で 3 つ に絞 っ た

　 初め に生 徒 に各班 の 提案を考え る評価 の 観

点を提示 した 。 それ は ，   現実的で 具体性 の あ

る事業なの か，  各班の テ
ー

マ を い か した
“
守

山らしさ
”

が組み込まれて い るか ，   中学生 と

して ど う関わ る こ とがで きる か とい う 3 点で

あ る。

　そ の 後 ， 生徒
一

人ひ とりが，全 6 班 の 提案に

つ い て 個人評価を行 っ た うえ で ，各班で協議 ・

評価 し， 効果的である と思われ る 3 っ を挙げた 。
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各班の 評価を集約 し，学級 と して 6 っ の うち評

価の 高か っ た 提案を 3 つ に 絞 っ た 。

　その 3 つ は，1班 「三 津川河川公園 ピカ ピカ

作戦」 （生活環境の 整備），2 班 「江戸風 の 町 」

（歴史資源 の 活用），
4 班 「セ ル バ パ ワーア ッ

プ計画」　 （商業機能の 充実）で あ っ た。

（3 ）個人 が 3 つ の 提 案か ら
一

っ を選ん だ

　 1 班 ・2 班 ・4 班の 代表が ，それぞれ最後

の ア ピール を行 っ た後，学級で
一

つ に 絞 り込

み決定す るために協議 を深 めた 。 各 自の 属す

る班の 提案に とらわれ ずに，中心 市街地 を活

性化 させ るために ， 最 も効果的で 具体的な手

順を示 し て い る提案は どれか
， 延 べ 20人 の 生

徒が発表 した 。

（4 ）個人 が最終判断を下 した

　 こ うした学級討議を経て ，生徒
一

人ひ とり

が 3 つ の 提案 の うち，どれが最 も有効なの か

判断 し ，
レ ス ポ ン ス アナ ライ ザを活 用 し， リ

モ コ ン で 投票 した。

　その結果，4 班 「セ ル バ パ ワ ーア ッ プ 計画」

が29票 の うち18票 を集 め，市への 提言 とする

こ とにな っ た。

（5 ）守山市担当課長 の コ メ ン トを聞い た

　担 当課長が，今回 の 提言 は
一過性で なく継

続性が あ り ， 駅前に 注 目して い て ， 目の つ け

どこ ろがよい と評価 され ，
n 期計画 に採用 し

て い きた い と コ メ ン トされ た。

6 ．授業の 分析 と考察

（1 ）成果

  タブ レ ッ ト端末活用 の 効果

　各班 とも班 の 代表が ， タブ レ ッ ト端末 を通

し て 電 子黒板 に新事業の 根拠 となる現状の 評

価とテ
ー

マ ・事業名を表示 し，新事業の 内容

に つ い て 1分間でア ピー
ル した。

　各班 の ア ピール が 終わ っ た後，各班で 3 っ

の 提案を選ぶ 協議 を進 める上 で 参考 となるよ

うに 6 つ の 提案の コ ン セ プ トを電子 黒板に表

示 した。同様に ， 選ばれ た 3 つ の 中か ら
一

っ

に絞る学級討議の 際に も， 3 つ の 提案 コ ン セ

プ トを電 子 黒板に表示 し た 。

　生徒は，各提案 に関する素朴な疑 問を投げ

か け，それ に対 して反論 した り対案を示 した

りし て ，学級討議 を深 める こ とが で きた。

  レ ス ポ ン ス ア ナライザ活用の 効果

　生徒
一

人 に 1台の タ ブ レ ッ ト端末 を用 意で

きない 現状に お い て ，生徒
一

人ひ と りの 意見

を表 明 し学級 の 意見 を集約 して い く上で ， リ

モ コ ン型 レ ス ポ ン ス ア ナ ライ ザの 活用は有効

で あ っ た。 1 時間の授業の なか で 学級全員の

意見分布 を把握 し，提 案を
一

つ に絞る こ とが

で きた。

（2 ）課題

  各提案に対す る評価 の 観点 の 提示

　全 6 班 の提案か ら 3 つ を選ぶグル ープ協議

や 3 っ の 提案か ら一
っ に絞 る学級討議に あた

っ て
， 評価 の 観点を 3 つ 提示 して い た が

， 実

際はそれ を踏ま えた評価に な っ て い なか っ た。

　 そ こ で ，生徒 が各班の 提案を評価する に あた

っ て は ，

・提案の コ ン セ プ トが し っ か り し て い るか

・根拠 （データ）に基づ い て い るか

・対象者 （ターゲ ッ ト）を意識 して い るか

・プラ ンやそれ を進 め る手順が 明確 で あ るか

・バ ッ ク ア ッ ププ ラ ン が準備で きて い るか

　 以上 の 5 点を事前に提示 し て お くと，協議

が焦点化 し ， よ り深め られ た と思われ る 。

  タブ レ ッ ト端 末 ・電子 黒板の 積極的な活用

　 各学校 で タブ レ ッ ト端末を整備 ・充実 させ

て い く こ とと合わせ て ，教科研究会等で 実践交

流 を進め て ， 教員 の 現有す るタ ブ レ ッ ト端末 ・

電子黒板 の 活用技能 を向上 させ る こ とが特に

重要 である 。

　生徒が，タ ブ レ ッ ト端末の 操作に習熟すれ ば ，

よ りイ ン パ ク トの あ るプ レ ゼ ン テ
ー

シ ョ ン が

で きるよ うに な り，グ ル ープ ・学級討議 も活性

化 し，深 ま っ て い くで あろ う．
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